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二
〇
〇
九
年
八
月
、
李
登
輝
元
総
統
を
私

邸
に
表
敬
訪
問
し
た
本
会
事
務
局
は
、
翌
月

に
控
え
た
訪
日
講
演
の
テ
ー
マ
が
坂
本
龍
馬

の
「
船
中
八
策
」
だ
と
知
ら
さ
れ
る
。
李
氏

は
「
日
本
の
若
者
に
自
信
を
持
た
せ
な
く
て

は
」
と
熱
を
込
め
て
語
り
、
心
か
ら
訪
日
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

■

東
京
で
国
会
議
員
ら
を
招
い
て
晩
餐
会

九
月
四
日
午
前
九
時
十
分（
台
湾
時
間
）、

李
氏
は
曾
文
恵
夫
人
を
伴
っ
て
台
北
桃
園
空

港
に
到
着
。
こ
の
日
は
、
八
八
水
害
被
災
者

の
慰
霊
に
訪
台
し
て
い
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
氏

も
午
前
七
時
に
離
台
し
て
お
り
、
現
場
に
は

テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
多
数
が
集
結
。
李
氏
夫

妻
を
カ
メ
ラ
が
取
り
囲
み
、
一
般
客
も
握
手

を
求
め
拍
手
を
送
る
中
、
午
前
十
時
発
の
Ｊ

Ａ
Ｌ
６
４
２
便
に
搭
乗
。
機
内
で
は
同
行
す

る
本
会
事
務
局
や
日
台
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を

受
け
、
訪
日
の
目
的
や
抱
負
を
語
ら
れ
た
。

定
刻
よ
り
少
し
早
め
の
日
本
時
間
十
四
時

過
ぎ
、
搭
乗
便
は
成
田
空
港
へ
到
着
。
夫
人

と
手
を
つ
な
ぎ
、
通
路
を
歩
く
李
氏
は
心
な

し
か
ほ
っ
と
し
た
様
子
。

二
年
前
の
奥
の
細
道
散
策
の
際
に
も
、
東

京
の
拠
点
と
な
っ
た
港
区
虎
ノ
門
の
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
東
京
に
一
行
が
到
着
し
た
の
は
十

五
時
過
ぎ
。
出
迎
え
の
歓
迎
に
集
ま
っ
た
本

会
会
員
を
含
む
五
十
人
以
上
の
歓
声
に
笑
顔

で
応
え
ら
れ
て
い
た
。

投
宿
後
、
し
ば
し
休
憩
し
た
李
氏
は
、
十

八
時
半
か
ら
ホ
テ
ル
内
で
自
ら
主
催
の
晩
餐

会
に
臨
み
、
ホ
ス
ト
と
し
て
招
待
客
を
迎
え

ら
れ
た
。
森も
り

喜よ
し

朗ろ
う

・
元
首
相
や
石
原
伸
晃
・

自
民
党
幹
事
長
代
理
、
民
主
党
の
長
島
昭
久

議
員
、
中
津
川
博
郷
議
員
、
改
革
ク
ラ
ブ
の

大
江
康
弘
議
員
、
無
所
属
の
平
沼
赳
夫
議

員
、
国
際
教
養
大
学
の
中
嶋
嶺
雄
夫
妻
、
評

論
家
の
金
美
齢
氏
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
桜

井
よ
し
こ
氏
、
大
宅
映
子
氏
、
歴
代
の
交
流

協
会
台
北
事
務
所
代
表
な
ど
、
百
人
以
上
に

の
ぼ
る
友
人
・
知
人
が
出
席
し
た
。

会
を
二
十
時
半
過
ぎ
に
終
え
、
李
氏
は
居

室
で
休
ま
れ
た
も
の
の
、
翌
日
に
向
け
何
度

も
原
稿
を
読
み
返
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

理
事
・
初
代
青
年
部
長

早は
や

川か
わ　

友と
も

久ひ
さ

︻
特
集
︼
李
登
輝
元
総
統
来
日

来
日
同
行
記
・日
本
人
よ
、自
信
を
持
て
！

ホテルオークラ東京内を散歩さ
れる李元総統（9月6日）
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■

満
堂
と
な
っ
た
日
比
谷
公
会
堂

翌
五
日
、
午
前
中
を
ホ
テ
ル
内
で
過
ご
さ

れ
た
李
氏
は
、
十
三
時
半
す
ぎ
、
東
京
青
年

会
議
所
主
催
「
新
日
本
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

会
場
と
な
る
日
比
谷
公
会
堂
に
到
着
。
入
口

で
は
本
会
会
員
ら
が
日
の
丸
を
振
り
な
が
ら

歓
迎
。
李
氏
は
わ
ざ
わ
ざ
歓
迎
の
列
に
歩
み

寄
り
、
笑
顔
で
握
手
を
交
わ
さ
れ
た
。

李
氏
は
「
竜
馬
の
『
船
中
八
策
』
に
基
づ

い
た
私
の
若
い
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
」

と
題
し
た
講
演
で
、「
船
中
八
策
」
を
一
項

ず
つ
解
釈
し
つ
つ
、
混
迷
す
る
日
本
が
進
む

べ
き
道
に
つ
い
て
示
し
、
日
台
と
も
に
「
脱

古
改
新
」
で
時
代
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
ど
と
力
強
く
語
り
、
二
千
人

近
い
聴
衆
か
ら
万
雷
の
拍
手
を
受
け
た
。

同
青
年
会
議
所
の
栂と
が

野の

慶け
い

太た

理
事
長
と
の

対
談
も
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
終
了
。
会

場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

十
九
時
か
ら
は
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京

で
開
か
れ
た
武
士
道
協
会
主
催
の
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
に
ご
夫
妻
で
出
席
。
百
名
ほ
ど
の
出
席

者
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を
楽
し

ま
れ
た
。
二
十
時
半
か
ら
は
隣
室
の
会
場
で

訪
日
後
初
の
公
式
記
者
会
見
に
臨
ま
れ
、
メ

デ
ィ
ア
約
六
十
社
が
駆
け
付
け
た
。

■

龍
馬
の
足
跡
を
訪
ね
て
高
知
へ

来
日
三
日
目
の
六
日
朝
、
李
氏
は
ホ
テ
ル

内
の
庭
園
を
散
策
。
車
寄
せ
付
近
で
は
、
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
に
「
東
京
の
タ
ク
シ
ー
の

景
気
は
ど
う
で
す
か
」
な
ど
と
気
さ
く
に
質

問
。
運
転
手
も
、
突
然
現
れ
た
李
氏
に
質
問

さ
れ
て
驚
い
た
様
子
。
本
会
事
務
局
や
台
湾

か
ら
同
行
の
李
登
輝
学
校
卒
業
生
ら
と
談
笑

し
な
が
ら
、
二
十
分
ほ
ど
散
歩
さ
れ
た
。

一
行
は
十
一
時
ご
ろ
、
本
会
会
員
や
東
京

青
年
会
議
所
な
ど
約
八
十
人
の
お
見
送
り
を

受
け
て
出
発
。
た
く
さ
ん
の
日
の
丸
と
「
李

登
輝
先
生
、
万
歳
」、「
台
湾
万
歳
」
の
合
唱

に
、
ご
夫
妻
は
に
こ
や
か
に
手
を
振
り
な
が

ら
車
上
の
人
と
な
り
、
羽
田
空
港
へ
。

搭
乗
し
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
１
４
８
９
便
は
十
五
分

ほ
ど
遅
れ
て
高
知
龍
馬
空
港
に
着
。
ま
ず
桂

浜
近
く
の
「
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
」

を
参
観
。
森
健
志
郎
館
長
と
三
浦
主
任
学
芸

員
の
説
明
を
受
け
て
龍
馬
の
足
跡
を
辿
っ
た

後
、「
拝
啓
龍
馬
殿
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
い
る
。

「
天
下
で
指
導
者
に
な
り
た
い
人
が
澤
山
居

り
ま
す
。
併
し
指
導
者
に
な
れ
る
人
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
指
導
者
と
し
て
大

き
な
功
績
を
残
す
人
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

龍
馬
先
生
は
近
代
化
日
本
を
指
導
し
た
天
か

ら
降
り
た
人
で
せ
う
。
龍
馬
先
生
の
精
神
的

偉
大
さ
は
記
念
館
に
来
て
見
た
り
聞
い
た
こ

日の丸の小旗を打ち振って大勢の人々が歓迎
（9月5日、日比谷公会堂）
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と
に
よ
っ
て
一
層
そ
の
偉
大
さ
に
頭
が
下
が

る
一
方
で
す
。
龍
馬
を
つ
ち
か
っ
た
高
知
の

風
土
と
人
間
、
情
熱
に
う
た
れ
ま
し
た
」

そ
の
後
、
桂
浜
の
坂
本
龍
馬
像
に
到
着
。

早
速
、
メ
デ
ィ
ア
に
囲
ま
れ
る
と
「
こ
ん
な

偉
大
な
人
物
の
下
で
は
、
私
た
ち
は
本
当
に

小
さ
な
存
在
だ
」
と
、
大
き
な
龍
馬
像
に
な

ぞ
ら
え
て
そ
の
偉
大
さ
を
称
え
た
。
会
見
の

途
中
で
は
ア
イ
ス
を
口
に
し
な
が
ら
答
え
る

場
面
も
。
こ
の
日
の
高
知
は
三
〇
度
。
や
や

秋
風
が
吹
き
始
め
た
東
京
と
比
べ
る
と
、
真

夏
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な
陽
気
だ
っ
た
。

見
学
を
終
え
た
李
氏
は
、
宿
泊
先
と
な
る

高
知
市
内
の
城じ
ょ
う
さ
い
か
ん

西
館
で
「
龍
馬
の
『
船
中
八

策
』
と
私
の
政
治
態
勢
」
と
題
し
て
講
演
。

一
九
九
七
年
、
台
湾
初
の
民
選
総
統
と
し
て

船
出
し
た
李
氏
に
対
し
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
社
長
の
江

口
克
彦
氏
が
書
き
送
っ
た
書
簡
の
中
で
龍
馬

の
「
船
中
八
策
」
に
触
れ
て
い
た
こ
と
を
紹

介
し
、
李
氏
が
主
導
し
た
台
湾
民
主
化
の
陰

に
「
船
中
八
策
」
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
披

露
し
た
。
講
演
に
は
お
よ
そ
百
人
が
詰
め
か

け
、
地
元
出
身
の
中な
か

谷た
に

元げ
ん

・
元
防
衛
庁
長
官

ら
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

そ
の
後
、
十
八
時
か
ら
は
、
市
内
の
割
烹

臨り
ん
す
い水
で
高
知
県
日
華
親
善
協
会
な
ど
が
主
催

す
る
晩
餐
会
に
出
席
。
初
め
て
の
訪
問
と
な

る
高
知
県
で
の
第
一
夜
を
楽
し
ま
れ
た
。

一
夜
明
け
た
七
日
、
李
氏
は
午
前
中
を
休

息
に
充
て
、
宿
泊
先
で
過
ご
さ
れ
た
。
十
三

時
二
十
分
過
ぎ
、「
高
知
市
立
竜
馬
の
生
ま

れ
た
ま
ち
記
念
館
」
を
訪
問
。

そ
の
後
、
李
氏
一
行
は
次
の
訪
問
地
で
あ

る
熊
本
へ
向
か
う
た
め
、
十
五
時
三
十
分
発

の
Ｊ
Ａ
Ｌ
３
５
８
６
便
に
搭
乗
。
背
の
高
い

李
氏
に
と
っ
て
五
十
人
乗
り
の
小
さ
な
機
材

は
ち
ょ
っ
と
窮
屈
そ
う
。
約
四
十
分
で
福
岡

空
港
に
到
着
。

空
港
貴
賓
室
で
し
ば
し
休
憩
の
後
、
車
で

熊
本
県
へ
。
空
港
出
口
で
は
、
本
会
会
員
な

ど
百
五
十
人
が
日
の
丸
の
旗
を
振
っ
て
出
迎

え
た
。
そ
の
後
、
投
宿
先
の
ホ
テ
ル
日
航
熊

本
に
は
十
八
時
過
ぎ
に
到
着
。

■

平
井
数
馬
の
墓
参
へ

八
日
午
前
十
時
、
李
氏
は
熊
本
市
内
に
あ

る
平ひ
ら

井い

数か
ず

馬ま

の
墓
を
訪
れ
献
花
さ
れ
た
。
平

井
は
、
日
本
が
領
台
し
て
間
も
な
い
一
八
九

五
年
七
月
、
初
め
て
開
い
た
学
校
「
芝
山
巌

学
堂
」
に
赴
任
。
翌
年
元
日
、
暴
徒
に
襲
わ

れ
て
殉
職
し
た
「
六
士
先
生
」
の
う
ち
の
一

人
。
殉
職
時
、
弱
冠
十
九
歳
だ
っ
た
。

墓
所
前
で
は
、
福
岡
か
ら
十
一
人
の
遺
族

も
駆
け
つ
け
た
。
平
井
の
兄
の
ひ
孫
、
平
井

真
理
子
さ
ん
は
「
台
湾
の
総
統
に
お
参
り
し

て
い
た
だ
く
な
ん
て
夢
み
た
い
だ
。
と
て
も

感
激
し
て
い
る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

続
い
て
十
一
時
四
十
五
分
、
李
氏
一
行
は

熊
本
城
に
到
着
。
正
門
に
あ
た
る
頬ほ
お

当あ
て

御ご

門も
ん

で
車
を
降
り
、
天
丸
御
殿
な
ど
を
参
観
。
一

高知で講演される李元総統
（9月6日、高知・城西館）
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時
間
ほ
ど
の
参
観
を
終
え
る
と
、
熊
本
城
を

バ
ッ
ク
に
記
者
会
見
。
熊
本
城
の
印
象
を
問

わ
れ
る
と
「
加
藤
清
正
は
す
ご
い
お
城
を
作

っ
た
も
の
だ
。
誰
か
お
城
建
築
の
研
究
を
し

て
い
る
人
が
い
な
か
な
ぁ
」
と
感
嘆
。

こ
の
日
も
気
温
は
三
〇
度
を
超
え
、
午
後

は
休
息
。
十
八
時
か
ら
は
ホ
テ
ル
日
航
熊
本

で
開
催
さ
れ
た
本
会
熊
本
県
支
部
と
日
本
会

議
熊
本
が
共
催
す
る
「
李
登
輝
元
総
統
ご
夫

妻
を
囲
む
会
」
に
臨
み
、
三
百
人
の
出
席
者

に
万
雷
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
て
入
場
、
李
氏

と
京
都
大
学
で
同
級
生
の
沢さ
わ

田だ

一い
っ

精せ
い

・
元
熊

本
県
知
事
や
、
山や
ま
う
ち
あ
ら
た

内
新
・
元
副
知
事
ら
が
祝

辞
を
述
べ
た
後
、「
台
湾
と
日
本
・
百
年
来

の
歴
史
及
び
今
後
の
関
係
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
た
（
４
頁
参
照
）。

こ
の
講
演
で
は
「
日
本
と
台
湾
は
地
理
的

な
近
さ
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
に
も
非
常
に

近
い
」
と
強
調
。
今
後
、
複
雑
化
す
る
国
際

社
会
や
膨
張
す
る
中
国
に
対
抗
し
て
い
く
た

め
に
は
、
日
台
が
心
と
心
の
絆
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
ど
と
話
し
た
。
訪
日
五
日

目
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
三
十
分
立
ち
っ
ぱ
な

し
で
の
講
演
だ
っ
た
。

■

訪
日
最
後
の
夜
を
前
に
記
者
会
見

六
日
目
の
九
日
は
午
前
十
時
二
十
分
に
出

発
、
益ま
し

城き

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
「
Ｓ
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｏ
」
誌
の
企
画
に
よ
り
小
林
よ
し
の
り
氏

と
対
談
。
小
林
氏
は
こ
の
対
談
を
「
新
台
湾

論
」
と
題
し
て
同
誌
に
掲
載
し
て
い
る
。

午
後
は
阿
蘇
山
な
ど
を
訪
問
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
が
、
疲
労
で
持
病
の
腰
痛
が
悪
化
し

た
た
め
大
事
を
と
っ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
。
そ
こ

で
十
七
時
か
ら
、
ホ
テ
ル
内
で
日
台
の
報
道

陣
お
よ
そ
二
十
社
を
前
に
記
者
会
見
。
民
主

党
政
権
の
対
中
国
関
係
に
つ
い
て
な
ど
、
四

十
分
近
く
に
わ
た
っ
て
質
問
を
受
け
た
。

■

孫
娘
の
坤
儀
さ
ん
に
出
迎
え
ら
れ
帰
台

最
終
日
の
十
日
は
九
時
半
に
出
発
、
十
一

時
過
ぎ
福
岡
空
港
に
着
。
空
港
で
は
、
本
会

会
員
ら
約
五
十
名
が
日
の
丸
を
振
っ
て
お
見

送
り
。
車
か
ら
降
り
た
ご
夫
妻
は
見
送
り
の

列
に
近
づ
き
、
握
手
で
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

予
定
よ
り
少
し
早
い
十
三
時
二
十
八
分

（
台
湾
時
間
）
に
到
着
し
た
台
北
桃
園
国
際

空
港
で
は
、
最
愛
の
孫
娘
の
李
坤
儀
さ
ん
、

次
女
の
李
安
妮
さ
ん
、
黄
昆
輝
・
台
湾
団
結

聯
盟
主
席
、
郭
生
玉
・
群
策
会
秘
書
長
や
群

策
会
の
ス
タ
ッ
フ
ら
が
出
迎
え
、
七
日
間
に

わ
た
る
訪
日
の
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
た
。

李
氏
は
持
病
の
腰
痛
が
悪
化
す
る
な
ど
し

た
が
、
台
湾
へ
無
事
に
戻
っ
て
ホ
ッ
と
し
た

ご
様
子
。
全
行
程
に
同
行
し
た
本
会
事
務
局

員
に
も
「
ご
苦
労
さ
ん
だ
っ
た
ね
」
と
笑
顔

で
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

平井数馬の眠る墓所を参拝（9月8日、熊本市内）


